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５月９日、新張区横堰の里山で「森林整備のつどい」（「四　５月９日、新張区横堰の里山で「森林整備のつどい」（「四

季の森」里山を守る会などの主催）が開かれました。この季の森」里山を守る会などの主催）が開かれました。この

つどいに参加した祢津小学校３年生の５０名は、自然体験学つどいに参加した祢津小学校３年生の５０名は、自然体験学

習で訪れた埼玉県の大宮北高校１年生や東御清翔高校環境習で訪れた埼玉県の大宮北高校１年生や東御清翔高校環境

緑化コースの生徒と一緒に、元気いっぱい作業をしました。緑化コースの生徒と一緒に、元気いっぱい作業をしました。

小学生が森林整備を体験小学生が森林整備を体験



2（２００８年６月）

　

４
月　

日
に
行
わ
れ
た
東
御

１３

市
長
選
挙
で
初
当
選
し
た
花
岡

利
夫
市
長
が　

日
、
市
役
所
庁

２５

舎
前
で
多
く
の
職
員
の
拍
手
に

迎
え
ら
れ
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
勤
労
者
会
館
に
お

い
て
就
任
式
が
行
わ
れ
、
後
援

会
支
持
者
の
皆
さ
ん
、
市
役
所

関
係
者
な
ど
約　

名
が
出
席
し
、

６０

就
任
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
市
民
が
望
む
市
民
病
院
と

は
何
か
と
い
う
一
つ
の
結
論
が

出
ま
し
た
。
地
域
で
お
産
が
で

き
る
、
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
、

子
ど
も
に
や
さ
し
い
、
そ
ん
な

病
院
を
市
民
は
望
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く

決
意
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
各
種
団
体
の
総
会

な
ど
に
出
席
し
、
就
任
初
日
か

ら
精
力
的
に
公
務
を
行
い
ま
し

た
。

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト花岡市政スタート
「元気と笑顔がいっぱい、
小さくともキラリと光る東御市」
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とうみ

3

五十嵐政孝
（桜井）

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
し
た

い
。
そ
の
よ
う
な
思
い
で
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

過
ぎ
し
日
は
、
日
々
美
し
く
な
り
、
未
来
は
夢
と
可
能
性

の
中
に
あ
り
ま
す
。
実
現
へ
向
か
う
日
々
は
、
ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
、
そ
し
て
苦
し
み
の
時
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
が
活
性
化
し
、
成
長
す
る
こ
と
を
体
感
で
き
、
そ
の

喜
び
を
実
感
で
き
ま
す
よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
立
的

努
力
す
る
こ
と
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
願
い
は
、
多
種
多
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
に
平
等
で
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
施
策
に
高
め

て
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
意
見
と
長
い
目
で
見
守
る
心
と
、
自
ら
共
に

作
る
市
民
力
を
発
揮
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
東
御
市
に
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 市長の

花岡利夫です
■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和　

年
4
月
6
日
生
ま
れ
（
田
中
区
出
身
）

２６

趣
味　

庭
い
じ
り
、
仕
事

好
き
な
言
葉

・
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
（
突
破
）

・「
一
年
を
生
き
ん
と
す
る
も
の
は
、
蔬（
そ
）を
植
え
よ　

十
年
を
生
き
ん
と
す
る

　

も
の
は
、
木
を
植
え
よ　

百
年
を
生
き
ん
と
す
る
も
の
は
、
徳
を
植
え
よ
」

 
副
市
長
に
五
十
嵐
政
孝
さ
ん
を
選
任

  
教
育
委
員
長
に
町
田
勝
さ
ん
、
教
育
長
に
は
和
田
英
武
さ
ん

　

５
月　

日
、
市
議
会
第
１
回
臨

１３

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨

時
会
に
花
岡
市
長
は
任
期
満
了
に

よ
る
瀧
澤
功
前
副
市
長
の
後
任
に

五
十
嵐
政
孝
さ
ん
（
桜
井
）
を
、

あ
わ
せ
て
、
教
育
委
員
３
名
、
監

査
委
員
１
名
、
公
平
委
員
１
名
、

固
定
資
産
評
価
員
１
名
の
人
事
案

を
提
出
し
、
議
会
の
同
意
を
求
め

た
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
市
教
育
委
員

１９

会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
教
育
委
員

長
に
町
田
勝
さ
ん
、
教
育
長
に
は

和
田
英
武
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
選
出
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

ま
た
、
こ
の
臨
時
会
で
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と
同
補
充
員

の
選
挙
も
行
わ
れ
、
指
名
推
薦
に

よ
り
次
の
皆
さ
ん
が
当
選
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員

　

丸
山　
　

孝
（
西
海
野
）

　

荻
原　

壽
人
（
曽　

根
）

　

小
宮
山
勇
夫
（
本
下
之
城
）

　

�
澤　

陽
子
（
新　

張
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

増
田　

勝
仁
（
新　

屋
）

　

池
田　

昭
雄
（
東
上
田
）

　

土
屋
征
七
郎
（
城
ノ
前
）

　

大
塚
紀
代
子
（
乙
女
平
）

副
市
長

固
定
資
産
評
価
員

教育委員長
町田　　勝
（乙女平）

教育長
和田　英武
（中条村）

委員長職務代理者
荻原　俊子
（加沢）

教育委員
小林　経明
（常田）

教育委員
藻谷ゆかり
（芸術むら）

監査委員
竹内　春彦
（海善寺）

公平委員
�藤　俊幸
（県）
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国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
単
位

で
課
税
さ
れ
、
世
帯
主
が
そ
の
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
世
帯
内

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
の
所
得
や
資
産
に
応
じ
て

国
民
健
康
保
険
税
額
を
算
出
し
、

世
帯
主
の
方
に
納
税
通
知
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
を
支
え
る
た
め
の
支
援
金
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
医
療
保
険
分
、
介
護

保
険
分
に
加
え
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
を
合
算
し
て
課
税
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

 
今
年　

月
か
ら
国
民
健
康
保

１０

 
険
税
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴

 
収
を
開
始
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

は
、
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
ま

た
は
口
座
振
替
の
ど
ち
ら
か
の
方

法
で
納
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
左
記

の
対
象
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
原
則
と
し
て
受
給
さ
れ
て
い

る
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納

付
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。
東
御
市

で
は
今
年　

月
か
ら
特
別
徴
収
を

１０

開
始
し
ま
す
。

（
平
成　

年
９
月
ま
で
の
分
は
従

２０

来
の
納
付
方
法
と
な
り
ま
す
。）

特別徴収による納付方法の対象となる方
　世帯内の国民健康保険の加入者全員が６５歳以上７５歳未満

の世帯の世帯主（世帯主が国保被保険者以外の場合は除く）

で、受給されている年金が年額１８万円以上の方が対象とな

ります。 

　ただし、介護保険料（６５歳以上）と国民健康保険税の合

計額が年金受給額の２分の１を超える場合は、従来の納税

通知書（納付書）または口座振替による納付方法となります。

  
平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

２０

　
　
　
　
　
　

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

●問い合わせ先　税務課住民税係　�62－1111（内線1161・1162）

介護保険分
（40歳～64歳
　　　　まで）

後期高齢者
支援金分
（０歳～74歳
　　　　まで）

医療保険分
（０歳～74歳
　　　　まで）

区　　　　分

2.1％2.3％5.5％
①所得割
　（国保加入者の所得
　に対する課税割合）

4.5％9.4％29.0％
②資産割（国保加入者
に係る固定資産税額
に対する課税割合）

6,500円6,000円16,500円
③均等割
　（１人当たり）

6,000円6,000円17,500円
④平等割
　（１世帯当たり）

9万円12万円47万円　賦課限度額

　年間保険税額は①＋②＋③＋④
　　　　　　　　　　（ただし、賦課限度額までとなります）

※税率改正の詳細については、市報とうみ４月号をご覧ください。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
市
政
の
か

１６

じ
取
り
を
努
め
ら
れ
た
土
屋
哲
男

前
市
長
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
４

月　

日
退
任
し
、
退
任
式
が
中
央

２４
公
民
館
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
屋
前
市
長
は
平
成　

年　

月
、

１４

１２

旧
東
部
町
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
旧
東
部
町
と
旧
北

御
牧
村
の
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
合
併
協
議
会
会
長
と
し

て
協
定
項
目
や　

項
目
に
わ
た
る

７７

「
各
種
事
務
事
業
」
の
協
議
の
ほ

か
、「
新
市
将
来
構
想
」、「
東
御
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計

画
）」の
作
成
に
も
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
に
東
御
市
が
誕

１６

生
し
、
初
代
東
御
市
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
就
任
中
は
、「
子
育

て
の
安
心
」、「
老
後
の
安
心
」、

「
暮
ら
し
の
安
心
」、「
環
境
の
安

心
」、「
財
政
の
安
心
」
の
五
つ
の

安
心
を
中
心
と
し
た
施
策
の
実
現

の
た
め
、
病
児
、
病
後
児
保
育
室

「
ぽ
か
ぽ
か
る
〜
む
」
の
開
所
、

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
「
と
う

み
レ
ッ
ツ
号
」
の
運
行
、
田
中
街

路
の
完
成
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
排
ガ
ス
高
度
処
理
工
事
の
完

成
な
ど
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
ま
つ
り
の
実
施
や
東

御
の
日
、
市
民
憲
章
、
市
花
、
市

木
、
市
蝶
の
制
定
な
ど
、
新
市
の

一
体
感
の
醸
成
に
も
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

東
御
市
長
と
し
て
１
期
４
年
間
、

新
市「
東
御
市
」の
礎
と
な
る
様
々

な
政
策
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
４

年
間
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

 東御市の礎を築く

   土屋哲男
　　  前市長退任
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年1回  健康チェックは欠かさずに�

人間ドックに  １５, ０００円の補助

●問い合わせ先
　健康保健課健康増進係（東御市総合福祉センター内）�64－8883

※平成21年度からは補助金交付対象者が40歳～74歳（年度中）となり、補助金額は上限5,000円となります。

最
高

　人間ドックによる健診は、病気のきっかけとなる弊害の早期発見に効果的で、自分の体が現在どんな状態

にあるのかを知ることができます。

　市では人間ドック受診者に補助金を交付しています。詳細は次のとおりですので､受診後すみやかに申請

をしてください｡
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誕生日おめでとう！（6 月生まれ）

 寺  島 　 未 薫   ちゃん （大石）
てら しま み く

（１歳、H１９．6．１４生）

　１歳のお誕生日おめでとう�

　未薫の笑顔がみんな大好きです。

　これからものびのび元気に大きくなあ

れ！

 梶 
かじ

 川 　
かわ

 昌 史
まさ

   くん（海善寺北）
し

（１歳、H１９．６．２６生）

　元気いっぱいやんちゃなまあちゃん�

　１歳のお誕生日おめでとう�

　やさしくたくましく大きくなってね。

 �  橋 　 明 広   くん（本海野）
たか はし あき ひろ

 （２歳、H１８．６．２６生）

　好奇心おう盛で、いつも元気いっぱい

動き回っているあっくん。そのパワーに

負けそうだけど、これからもあっくんら

しく元気に、たくましく、大きく育って

ね！２歳のお誕生日おめでとう�

 保  科 　 智 哉   くん（日向が丘）
ほ しな とも や

 （３歳、H１７．６．９生）

　智哉、３歳のお誕生日おめでとう。

　毎日2楽しい歌、踊りありがとう�

　お友達もたくさんできたね。

　これからもたくさん食べて、たくさん

遊んで元気に大きくなってね。

 佐  藤 　 実 奈   ちゃん（日向が丘）
さ とう み な

 （３歳、H１７．６．１１生）

　３歳のお誕生日おめでとう�

　実奈は家族みんなの「元気と笑顔の 素 」
もと

ですよ。

　素直に優しく元気いっぱいに育ってね

�

☆募集します!!☆（対象者７月生まれの３歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名

（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添

えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるも

のは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたし

ますのでご了承ください。　締め切りは、６月１３日 （金） 必着。

 北  澤 　　響
きた ざわ

   くん（本海野）
ひびき

 （３歳、H１７．６．２６生）

　車が大好き！車を見つけると走り出し、

その場から離れない。「帰ろう」と言うと、

ひっくりかえり泣き出す。

　パパに似たのかな？お誕生日おめでと

う！たーくんと仲良く遊んでね�

 岡  野 　 凛 音   ちゃん （大川）
おか の り おん

（１歳、H１９．６．５生）

　�１歳のお誕生日おめでとぉ�

　最近は少しずつ歩ける時間が増えてき

たネ�その成長の早さと笑顔にパパもマ

マも毎日胸キュン�だョ。

　これからもりぃたんスマイルを忘れず

に元気に大きくなってネ�

 武 
たけ

 井 　
い

 楽 斗
がく

   くん（日向が丘）
と

（１歳、H１９．６．１９生）

　お誕生日おめでとう！

　やんちゃで好奇心おう盛な楽ちゃんは、

みんなの元気の源です。

　楽ちゃんのパパとママになれて幸せだ

よ�

 中  村 　　慶   くん（加沢）
なか むら けい

 （１歳、H１９．６．２８生）

　ぷくぷく慶ちゃん。オンブの時の重さ

は、君の成長のあかしです。

　うれしい重さなんだよ�いつも笑顔を

ありがとう！

 荻  原 　 麻 友   ちゃん（日向が丘）
おぎ はら ま ゆ

 （２歳、H１８．６．２９生）

　２歳のお誕生日おめでとう

　歌を歌ったりダンスを踊ったり元気

いっぱいな麻友。

　これからもたくさん食べて大きくなっ

てね。

 � 
やなぎ

 澤 　 心 奈   ちゃん（中八重原）
さわ ここ な

 （３歳、H１７．６．９生）

　３歳の誕生日おめでとう！

　歌うの大好き�

　踊るの大好き�ここちゃん

　心も体も元気に大きくなろうね。
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とうみ

（２００８年６月）

　

大
勢
の
１
年
生
が
仲
間
入
り
し
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
カ
月
。

子
ど
も
た
ち
は
児
童
館
で
の
生
活

に
も
慣
れ
、
毎
日
元
気
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
」
と
名
付

け
た
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

混
ざ
っ
た
異
年
齢
集
団
を
作
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
班
長
、
副

班
長
を
決
め
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
グ
ル
ー
プ
で
行
事
に
参
加

し
た
り
、
活
動
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
先
日
の
「
１
年
生
を
迎

え
る
会
」
で
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で

名
刺
を
作
っ
て
交
換
し
た
り
、
グ

ル
ー
プ
対
抗
の
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ま
だ

じ
ょ
う
ず
に
字
が
書
け
な
い
１
年

生
の
名
刺
作
り
を
手
伝
っ
て
あ
げ

た
り
、
ゲ
ー
ム
で
は
「
が
ん
ば

れ
！
」
と
自
然
に
声
を
か
け
た
り

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
、

３
年
生
の
中
に
は
初
め
て
の
こ
と

に
戸
惑
っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た

が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
い
つ
も

遊
ん
で
い
る
仲
間
の
ほ
か
に
も
友

達
を
作
り
、
自
分
の
世
界
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、

お
手
玉
、
け
ん
玉
を
教
え
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

様
々
な
体
験
を
し
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

▲「名刺作り」私の名前おぼえてね

▲釣り針がゆらゆら…あせらないでね

　 
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
づ
く
り

　
　
　

ね
つ
小
学
校
二
年

　

あ
ら
い　

れ
い
な　

　

四
月
二
十
二
日
に
よ
も
ぎ
だ
ん

ご
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
ゆ
で
た
り
き
っ
た
り
し
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
ば
ん
で
ま
ぜ
た
り
こ
ね
た

り
し
ま
し
た
。

　

三
じ
か
ん
目
に
、
二
年
生
ぜ
ん

い
ん
で
お
花
見
を
し
ま
し
た
。
二

く
み
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
よ
も
ぎ

だ
ん
ご
を
た
べ
ま
し
た
。
二
く
み

さ
ん
は
み
ど
り
色
で
、
わ
た
し
た

ち
は
み
ど
り
と
白
色
で
し
た
。

　

と
て
も
お
い
し
く
て
、
ま
た
つ

く
り
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

　 
青
空
き
ゅ
う
し
ょ
く

　
　
　

ね
つ
小
学
校
二
年

　

よ
し
い
け　

き
い
ち　

　

五
月
七
日
水
よ
う
日
に
、
ぜ
ん

校
で
青
空
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
し
ま

し
た
。
二
年
生
は
五
年
生
と
た
べ

ま
し
た
。
四
じ
か
ん
目
に
五
年
生

が
む
か
え
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

五
年
生
は
、
や
さ
し
か
っ
た
で
す
。

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
に
く
が
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

き
ゅ
う
し
ょ
く
が
お
わ
っ
た
と

き
に
五
年
生
と
ニ
年
生
で
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

が
い
や
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
年
生
は
つ
よ
か
っ
た
で
す
。

　 
中
学
生
に
な
っ
て

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
一
年

　
 
島  
川 　

し
ま 
か
わ

 
京 
子

き
ょ
う   
　こ

　

私
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
絶
対

に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
勉
強
で
す
。

　

新
し
く
始
ま
る
英
語
、
算
数
か

ら
数
学
、
も
っ
と
難
し
く
な
る
他

の
教
科
で
す
。
中
学
は
、
テ
ス
ト

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
教
科
書
も

増
え
、
授
業
時
間
も　

分
増
え
て
、

１０

と
て
も
大
変
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
テ
ス
ト
範
囲
も
広
く
、
テ
ス
ト

勉
強
も
大
変
に
な
り
ま
す
。
漢
字

は
得
意
だ
け
ど
、
説
明
、
計
算
、

歴
史
と
、
苦
手
な
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
い
つ
ま
で
も
苦
手
な
ま

ま
な
の
で
、
ま
ち
が
え
た
問
題
、

苦
手
な
と
こ
ろ
は
、
し
っ
か
り
復

習
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
苦
手

を
な
く
し
た
い
で
す
。

　

勉
強
は
、
あ
ま
り
好
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
き
ら
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
続
け
る
の
は
、
難
し
く
、
大

変
で
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
や
れ
ば

き
っ
と
い
い
結
果
に
な
る
と
思
い
、

勉
強
す
る
く
せ
を
つ
け
て
い
ま
す
。

時
に
は
、「
め
ん
ど
く
さ
い
な
ぁ
」

と
か
、「
今
日
く
ら
い
…
」
と
思
う

時
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
学

生
に
な
っ
て
新
し
い
教
科
も
あ
り
、

ま
す
ま
す
大
変
に
な
る
勉
強
も
あ

き
ら
め
な
い
で
、
一
生
懸
命
や
り

た
い
で
す
。

▲さくらの花びらであそんだよ

▲１学年 学年レクリエーションより
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5
月
6
日
、
松
本
市
で
第　

回
１８

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

　

４
月　

日
に
平
成　

年
春
の
叙

２９

２０

勲
受
章
者
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
保
護
司
を
務
め
ら
れ

て
い
る
五
十
嵐
悦
子
さ
ん
（
海
善

寺
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
主
婦
の
か
た
わ

ら
農
業
を
し
て
い
た
昭
和　

年
、

５７

保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
保

護
司
は
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
に

対
し
て
、
更
生
を
図
る
た
め
の
約

束
事
項
を
守
る
よ
う
指
導
す
る
と

と
も
に
、
生
活
の
助
言
や
就
労
の

援
助
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
少
年
院

や
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人

が
釈
放
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
引
き
受
け
先
の
調

査
や
就
職
の
確
保
な
ど
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
る
な
ど
、
責
任
の
重

い
仕
事
で
す
。
こ
れ
ま
で　

代
か

１０

ら　

代
ま
で
の
保
護
観
察
対
象
者

３０
約　

名
と
対
等
に
向
き
合
い
、
親

３０
身
に
相
談
に
乗
り
、
社
会
復
帰
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
会
社
に
も

一
緒
に
出
向
き
、
や
っ
と
採
用
に

こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
更
生
自
立
し
、
立
派

 
保
護
司
と
し
て　

年
２６

　

五
十
嵐
悦
子
さ
ん　
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

な
社
会
人
と
な
っ
た
若
者
が
結
婚

式
に
招
待
し
て
く
れ
た
こ
と
や
、

私
の
誕
生
日
に
自
宅
に
訪
れ
て
く

れ
た
こ
と
な
ど
が
何
よ
り
も
う
れ

し
く
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

会
及
び
第
4
回
長
野
県
市
町
村
対

抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ

れ
、
東
御
市
の
代
表
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
小
学
生

チ
ー
ム
が
見
事
７
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
総
監
督
の
市
川
広
徳
さ
ん

は
「
一
般
は
残
念
な
結
果
（　

位
）

４４

で
し
た
が
、
小
学
生
が
大
健
闘
し
、

目
標
で
あ
っ
た
一
桁
順
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）

一
般
（　

位
／　

チ
ー
ム
）

４４

５６

1
区　

出
口
武
志
（
東
部
中
2
年
）

2
区　

今
井　

遥
（
北
御
牧
中
3
年
）

3
区　

小
林
祐
也
（
東
部
中
3
年
）

4
区　

新
井
志
歩
（
小
諸
高
2
年
）

5
区　

小
林
大
貴
（
岩
村
田
高
2
年
）

6
区　

高
寺
昂
大
（
上
田
高
3
年
）

7
区　

塚
田
善
貴
（
上
田
染
谷
丘
高
３
年
）

8
区　

堀
内　

亮
（
東
御
清
翔
高
３
年
）

小
学
生
（
7
位
／　

チ
ー
ム
）

５７

1
区　

甘
利
祐
子
（
北
御
牧
小
５
年
）

2
区　

市
川　

楓
（
塩
川
小
4
年
）

3
区　

出
口
栞
里
（
和
小
6
年
）

4
区　

宮
坂　

響
（
祢
津
小
6
年
）

 
小
学
生
チ
ー
ム　

7
位
入
賞
！

　
　
　
　
　
 
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

 
念
願
の
初
舞
台
で
正
々
堂
々
戦
う

　
　
　
　
　
　
　
　
   
全
国
少
年
柔
道
大
会
出
場

　

５
月
５
日
、
県
代
表
と
し
て
第

　

回
全
国
少
年
柔
道
大
会
（
東
京

２８都
・
講
道
館
）
の
団
体
戦
に
出
場

し
た
東
部
柔
道
教
室
の
５
名
。
念

願
だ
っ
た
全
国
大
会
の
大
舞
台
で

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
初
戦
突
破
を

目
指
し
戦
い
ま
し
た
が
、
２
回
戦

で
福
岡
県
の
チ
ー
ム
に
３
対
０
で

残
念
な
が
ら
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
監
督
の
上
原
隆
幸
さ
ん
は

「
初
め
て
の
全
国
大
会
出
場
で
し

た
が
、
選
手
は
力
の
限
り
戦
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
来
年
の
全
国
大
会

出
場
に
向
け
、
さ
ら
に
練
習
に
励

み
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）

先
鋒　

上
原
万
智
子
（
田
中
小
５
年
）

次
鋒　

小
林
耀
平
（
祢
津
小
５
年
）

中
堅　

北
原
聖
司
（
和
小
６
年
）

副
将　

北
原
龍
司
（
和
小
６
年
）

大
将　

鷹
野　

仁（
田
中
小
６
年
）

５月１１日、上田市民体育館柔道場（敬称略）

低学年　決勝戦

　東部柔道教室５―０小諸少年柔道クラブ

　先鋒　斉藤　瑞希（祢津小２年）

　次鋒　楢原　紳太（祢津小２年）

　中堅　友野　　桜（祢津小３年）

　副将　渋谷　周平（田中小３年）

　大将　荻原　杏慈（滋野小３年）

高学年　決勝戦

　東部柔道教室１―０小諸少年柔道クラブ

　先鋒　友野　　葵（祢津小４年）

　次鋒　上原万智子（田中小５年）

　中堅　小林　耀平（祢津小５年）

　副将　北原　龍司（和小６年）

　大将　鷹野　　仁（田中小６年）

　なお、高学年の部は７月６日に松本市で行わ

れる県大会に出場します。

低学年６連覇！ 高学年４連覇！
第１７回東信柔道整復師会杯少年柔道大会

▲花岡市長に受章を報告
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身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近ででででででででででででででででででででででででででででででででで実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエコココココココココココココココココココココココココココココココココバババババババババババババババババババババババババババババババババッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッグググググググググググググググググググググググググググググググググ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　古くから包み物として

利用してきた風呂敷。そ

の風呂敷で簡単なバッグ

を形作って、使ってみま

せんか。

　持ち手になる道具（輪）

を使ってつくります。

③フライパンにごま油を入れ熱して、
●２ を入れ、ふたをして弱火で両面に
焼色がつくまで焼く。
④しいたけは軸を取って薄切り、にん
じんは皮をむいて千切り、みつばは
３センチの長さに切る。
⑤鍋にＢ、しいたけ、にんじんを入れ
て煮立て、
みつば、
水溶き片
栗粉を加
えて、器
に盛った
●３ にかけ
る。

旬の玉ねぎを使った料理です

新玉ねぎつくねあんかけ
�材料（６人分）
　�鶏ひき肉 ……………… ４００グラム
　　しょうがおろし汁 ………大さじ１
　　酒 …………………………大さじ１
　�塩・こしょう …………………少々
片栗粉 …………………………小さじ２
ごま油 …………………………大さじ２
玉ねぎ …………………………中　３個

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

Ａ

Ｂ

「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
（
森
林
税
）」

と
「
緑
の
募
金
」
は
、
ど
こ
が
違
う
の
？
？
？

　
　
　

な
ぜ
、
森
林
税
が
必
要
な
の
で
す

　
　
　

か
？

　
　
　

森
林
に
は
、
水
源
地
の
保
全
、
土
砂

　
　
　

災
害
の
防
止
な
ど
の
多
面
的
で
公
益

的
に
も
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら

社
会
全
体
の
財
産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
有
林
で
は
、
維
持
保
全
の
整

備
が
遅
れ
た
森
林
が
多
く
あ
り
、
本
来
の
公

益
的
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組
み
の
財

源
と
し
て
、
森
林
税
は
活
用
さ
れ
ま
す
（
５

年
ご
と
に
廃
止
を
含
め
て
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
す
）。

　
　
　

森
林
税
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

　
　
　

の
で
す
か
？

　
　
　

森
林
税
は
、
地
域
の
里
山
を
中
心
に

　
　
　

森
林
を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
公
益
的
な
機
能
を
高
め
る
た
め
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
の
実
施
や
そ
の
支
援
、

森
林
整
備
を
す
る
人
材
の
育
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

森
林
税
を
活
用
し
た
事
業
は
、
使
い
道
の

透
明
性
と
公
平
性
を
高
め
る
た
め
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
ほ
か
、
地

域
会
議
や
県
民
会
議
に
よ
り
事
業
成
果
の
検

証
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

緑
の
募
金
は
、
何
に
使
う
の
で
す

　
　
　

か
？

　
　
　

緑
の
募
金
は
、
緑
の
あ
る
環
境
の
大

　
　
　

切
さ
を
啓
発
す
る
た
め
、
地
域
を
緑

化
す
る
苗
木
の
配
布
や
公
園
な
ど
の
公
共
施

設
の
緑
化
推
進
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
や
「
み
ど
り
の
少

年
団
」
の
育
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
緑
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課 
�　

－

７
１
３
７

２５

　

農
政
課
耕
地
林
務
係　
　
 
�　

－

５
８
９
４

６４

しいたけ …………………………… ６枚
にんじん …………………… １００グラム
みつば ………………………… ５０グラム
　�だし汁 …………………… ２カップ
　　しょうゆ ………………… 大さじ２
　　みりん …………… 小さじ1と1/2
　�塩 ……………………………… 少々
水溶き片栗粉
　�片栗粉 …………………… 大さじ１
　�水 ………………………… 大さじ２
�作り方
①Ａは混ぜ合わせ、１２等分にしておく。
②玉ねぎを４つに輪切りにする。残り
の２個も同様に輪切りにし、片面に
片栗粉をふり、●１ をのせて平らにす
る。

①風呂敷のｃ、ｄを

　持ち手となる輪に

　通します。

②ｃ、ｄを持ち手の

　下で交差させ、本

　結びします。

③ａ、ｂも同様に持

ち手に通して結ぶ

と出来上がりです。

※買い物には、マイバッグを必ず持って行きましょう。

健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な

 
健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に

   
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に

Q1A1Q2A2

Q3A3

  
お
わ
び
と
訂
正

　

５
月
号　

ペ
ー
ジ
「
市
消
防
団
任

１１

命
式
」
の
記
事
で
、
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　
　

（
誤
）
掛
川
久
喜
さ
ん

　
　

（
正
）
掛
川
久
善
さ
ん
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私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
同
和
問
題
や
、

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外

国
人
等
の
人
権
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

市
民
や
行
政
の
努
力
に
よ
り
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
私
た
ち
の
人
権
意
識
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
外
の
あ
る
方

が
、「
東
御
市
は
人
権
同
和
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
ね
」
と
私
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
・
区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育
委
員
会
主

催
の
「
人
権
啓
発
学
習
会
」
が
毎
年
度
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成　

・　

年
度
は
日
本
で

１８

１９

生
活
す
る
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て
勉
強
す

る
た
め
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身
の
小
林
フ
ィ
デ

ア
さ
ん
の
実
体
験
を
も
と
に
し
た
ビ
デ
オ

「
ソ
ー
テ
・
サ
ワ
サ
ワ
」
の
視
聴
後
、
感
想

や
意
見
を
交
換
し
、
そ
の
あ
と
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
（　

年
度
は　

会
場
で
５
９
３

１９

３５

人
が
参
加
）。
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
北
信
の
農

家
に
嫁
い
だ
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
が
偏
見
や
差
別

に
あ
い
な
が
ら
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で
前
向

き
に
生
き
て
い
る
姿
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
で

す
。
夫
・
祖
父
母
・
近
所
の
皆
さ
ん
に
恵
ま

れ
て
い
た
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
の
人
柄
が
回
り
の

人
々
の
心
を
豊
か
な
も
の
に
し
た
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
学
習
会
を
通
し
て
、
参
加
者
は

ビ
デ
オ
を
鏡
に
し
て
自
分
の
考
え
・
言
動
を

見
返
す
と
て
も
い
い
勉
強
を
し
た
と
感
じ
ま

し
た
。

　

先
日
、
私
は
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
が
勤
め
て
い

る
飯
綱
町
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
っ
て
、

今
の
生
活
の
様
子
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す

く
す
る
に
は
住
民
・
行
政
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
人
権
問
題
で
大
切
な
も
の
は
何
か
、

今
後
に
期
待
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。「
人
間
関
係
は
む
ず
か
し
い
が
、

人
間
と
し
て
の
価
値
は
同
じ
で
あ
り
一
緒
で

す
。
大
事
な
の
は
オ
ー
プ
ン
な
関
係
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
。
国
が
違
え

ば
文
化
も
異
な
り
ま
す
。
考
え
方
や
解
釈
の

違
い
が
あ
っ
た
場
合
、
な
ぜ
違
う
の
か
よ
く

説
明
し
な
い
と
理
解
で
き
な
い
し
満
足
で
き

ま
せ
ん
。
お
互
い
理
解
し
合
い
、
痛
み
の
気

持
ち
を
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
」。　

フ
ィ
デ
ア
さ
ん
の
お
話
は
ま
さ
に

人
権
問
題
の
核
心
を
つ
く
も
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
彼
女
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
エ

イ
ズ
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

土
地
を
買
い
、
レ
ン
ガ
で
建
物
を
造
っ
て
い

る
と
い
う
お
話
も
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
か
ら

い
た
だ
い
た
人
権
同
和
教
育
の
ヒ
ン
ト
を
、

今
後
の
自
分
の
仕
事
に
ど
う
活
か
し
た
ら
い

い
か
考
え
な
が
ら
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

東
御
市
は
外
国
人
の
た
め
の
相
談
体
制
が

あ
る
し
、
外
国
の
方
々
と
の
交
流
の
場
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
人
権
を
尊
重
し
、

暮
ら
し
や
す
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
市
民
も
心
を
一
つ

に
し
て
前
進
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 
出
資
金
商
法
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

匿
名
組
合
フ
ァ
ン
ド
や
不
動
産
フ
ァ
ン

ド
、
海
外
法
人
投
資
な
ど
の
一
部
に
は
合

法
的
な
金
融
取
引
に
必
要
な
許
認
可
が
な

い
も
の
や
、
事
業
内
容
が
不
明
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
銀
行
の
何
倍
も
の
利

息
」
や
「
老
後
資
金
を
増
や
せ
る
」
な
ど

と
言
い
、
多
数
の
人
か
ら
お
金
を
集
め
ま

す
。
リ
タ
ー
ン
が
大
き
け
れ
ば
、
リ
ス
ク

も
大
き
い
は
ず
で
す
が
、
リ
ス
ク
の
説
明

は
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

  
「
必
ず
も
う
か
る
」 出
資
話
と
は
…

【
事
例
1
】　

　

親
し
い
友
人
か
ら
「
海
外
の
養
殖
事
業

に
投
資
す
る
組
合
が
あ
る
。
○
○
万
円
出

資
す
る
と
1
年
後
に
必
ず
2
倍
に
な
る
」

と
誘
わ
れ
、
出
資
し
た
が
配
当
は
支
払
わ

れ
な
い
し
、
出
資
金
も
戻
っ
て
こ
な
い
。

☆
「
組
合
契
約
」
は
、
利
益
が
な
け
れ
ば

配
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
か
ら
配
当
が

確
定
さ
れ
た
契
約
は
組
合
契
約
と
い
え
ま

せ
ん
。
詐
欺
を
疑
う
べ
き
で
す
。

【
事
例
2
】　

　

「
半
年
後
に
上
場
す
る
株
が
あ
る
の
で
、

あ
な
た
に
特
別
に
譲
る
。
買
え
ば
絶
対
に

も
う
か
る
」
と
電
話
が
あ
り
、
○
○
万
円

振
り
込
ん
だ
が
上
場
さ
れ
な
い
。
株
券
を

売
っ
た
会
社
は
行
方
不
明
。

☆
株
式
を
売
買
す
る
た
め
に
は
、
証
券
業

の
登
録
が
必
要
で
す
。
無
登
録
の
会
社
で

は
株
式
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
事
例
3
】　

　

「
福
祉
機
器
会
社
が
老
人
ホ
ー
ム
を
運

営
す
る
。
出
資
を
す
れ
ば
銀
行
よ
り
高
い

年
6
％
の
利
息
が
つ
く
」
と
言
わ
れ
、
○

○
万
円
出
資
し
た
。
し
か
し
利
息
は
払
わ

れ
な
い
し
、
出
資
金
も
戻
ら
な
い
。

☆
投
資
は
預
貯
金
と
違
う
た
め
、
元
本
保

証
や
確
定
利
息
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
資
法
に
違
反
し
、
詐
欺
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

 
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
い
う
電
話
勧
誘

や
訪
問
販
売
が
き
た
ら
、
最
初
か
ら
断
る

こ
と
。
必
ず
も
う
か
る
と
い
う
投
資
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
取
り
引
き
や
事
業
の
内
容
が
理
解
で
き

な
い
場
合
は
契
約
し
な
い
こ
と
で
す
。
契

約
を
急
が
さ
れ
て
も
契
約
は
せ
ず
、
最
低

限
そ
の
取
り
引
き
や
事
業
に
必
要
な
許
認

可
を
持
つ
登
録
業
者
か
ど
う
か
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
や
金
融
庁
な
ど
に
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー  
�　

－

８
５
１
７

２７

　

金
融
庁
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
）

　
　
　

�
0
3－

５
２
５
１－

６
８
１
１

　

市
民
課
生
活
環
境
係　

�　

－

５
８
９
６

６４

悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
質質質質質質質質質質
商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法
かかかかかかかかかか
らららららららららら
おおおおおおおおおお
財財財財財財財財財財
布布布布布布布布布布
をををををををををを
守守守守守守守守守守
ろろろろろろろろろろ
うううううううううう

  
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う

　

お

わ

び

　

５
月
号　

ペ
ー
ジ
で
人
権
擁
護
委
員
の

１０

氏
名
に
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
 
今 

い
ま 
泉 　

い
ず
み

 
叡  
子 
さ
ん
（
田
中
地
区
担
当
）

え
い 

こ

（２００８年６月）
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図
書
館
だ
よ
り

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
そ
の
ノ
ブ
は
心
の
扉
…
劇
団
ひ
と
り
・
著

�
石
田
衣
良
の
白
黒
つ
け
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
石
田　

衣
良
・
著

�
謎
と
き
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

　
　
　
　
　
　

…
…
…
河
合　

祥
一
郎
・
著

�
夫
婦
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
作
法

　
　
　
　
　
　
　

…
…
尾
塚　

理
恵
子
・
著

�　

才
か
ら
の
幸
せ
妊
娠
・
出
産  
改
訂
版

３５

…
…
主
婦
の
友
社
・
発

◆
児
童
書

�
あ
た
ま
山
…
…
…
…
…
林　
　

恭
三
・
絵

�
お
じ
ぞ
う
さ
ま
と
こ
ぶ
た

　
　
　
　
　
　

…
…
長
野　

ひ
ろ
か
ず
・
絵

�
ジ
ョ
ン
が
き
ょ
う
り
ゅ
う
に
な
っ
た
ひ

　
　
　
　
　

…
…
シ
ョ
ウ
ジ　

サ
ダ
ム
・
絵

�
み
ど
り
の
よ
う
せ
い

　
　
　
　
　

…
…
ひ
が
し　

く
ん
ぺ
い
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

６
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

 【
お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
の
本
】

　

母
の
日
・
父
の
日
が
続
き
ま
す
ね
。

今
月
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
ち

な
ん
だ
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

�
だ
い
す
き
と
う
さ
ん

 

さ
と
う
わ
き
こ
・
作
・
絵

フ
レ
ー
ベ
ル
館

�
お
か
あ
さ
ん

　
　
　

五
味
太
郎
の
絵
本
6

五
味
太
郎
・
作

絵
本
館

く
ま
の
子
に
よ
る

６
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

６
月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

２１

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

声
あ
そ
び

　
　
　
　
　

「
ま
め
う
し
く
ん
と
あ
い
う
え
お
」

　

絵　

本　

「
そ
ら　

は
だ
か
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　

「
雨
に
も
ま
け
ず
風
に
も
ま
け
ず
」
他

　

紙
芝
居　

「
た
べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば
」

　

工　

作　

「
ジ
ャ
ン
プ
が
え
る
」

６
月　

日 （
金
） は
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１３

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

図書館発 オススメの一冊

�
お
龍植
松
三
十
里
・
著

新
人
物
往
来
社

　

坂
本
龍
馬
を
愛
し
、

幕
末
維
新
の
動
乱
の
時

代
を
生
き
た
妻
・
お
龍
。

出
会
い
か
ら
結
婚
、
龍

馬
の
死
、
再
婚
、
そ
し

て
そ
の
死
ま
で
、
お
龍

の
愛
と
運
命
を
描
く
書

き
下
ろ
し
歴
史
長
編
。

6月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

76543�1

1413121110�8

2120191817�15

28�262524�22

�29

　

図
書
館
で
は
、
乳
幼
児
期
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
毎
月
第
２
金
曜
日
の　
１０

時　

分
か
ら
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
、「
お

３０
は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
大
型

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
絵
本
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
お

母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
腰
掛
け
て
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
図
書
館
職
員
の
話
し

に
耳
を
傾
け
、
紙
芝
居
や
大
型
絵
本
に

見
入
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
や
し
ぐ
さ

を
見
て
い
る
と
、
な
に
か
穏
や
か
な
気

持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
た
事
業
と
し
て
は
、「
ブ
ッ

�
ウ
マ
ソ
ウ
の
ピ
ョ
ン

　

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ー
ン

み
や
に
し
た
つ
や
・
作
・
絵

ポ
プ
ラ
社

　

ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス

の
赤
ち
ゃ
ん
の
ウ
マ
ソ

ウ
、
ト
コ
ト
コ
ト
コ
ト

コ
歩
き
ま
す
。
あ
れ
れ
、

走
り
だ
し
た
よ
、
ダ
ダ

ダ
ダ
ダ
…
。
木
に
ぶ
つ

か
っ
て
、
ド
ッ
シ
ー
ン

！
か
わ
い
い
ウ
マ
ソ
ウ

と
い
ろ
い
ろ
な
音
が
楽

し
い
絵
本
。

�
バ
レ
エ
な
ん
て
、
き
ら
い

　

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
リ
チ
ャ
ー

　

ド
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
・
作

武
富
博
子
・
訳

講
談
社

　

ウ
ィ
ニ
ー
、
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
、
ゾ
ー
イ
の
３

人
は
、
小
さ
い
と
き
か

ら
何
を
す
る
に
も
、
い

つ
も
一
緒
。
と
こ
ろ
が
、

学
校
で
バ
レ
エ
教
室
が

開
か
れ
て
か
ら
、
は
じ

め
て
意
見
が
合
わ
な
く

な
っ
て
…
。
ウ
ィ
ニ
ー

と
友
だ
ち
の
、
あ
ら
た

な
友
情
へ
の
ス
テ
ッ
プ

を
描
く
。

図
書
館
だ
よ
り

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
は
じ
め
、「
幼
児
と
絵

本
」、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
お
は
な
し
こ
ど
も
会
」
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
と
お
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

日
時
な

ど
の
詳
細

に
つ
い
て

は
、
図
書

館
に
お
気

軽
に
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（２００８年６月）
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身体教育医学研究所身体教育医学研究所

「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」

　

こ
れ
は
、「
情
け
は
人
の
た
め
で
は
な

く
、
い
ず
れ
は
巡
っ
て
返
っ
て
く
る
の
で

あ
る
か
ら
誰
に
で
も
親
切
に
し
て
お
い
た

方
が
良
い
」、
と
い
う
の
が
正
し
い
意
味

で
す
が
、
ご
存
知
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

「
情
け
は
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
」と
い

う
間
違
っ
た
意
味
で
理
解
し
て
い
る
人
が

世
間
で
は
半
数
ぐ
ら
い
い
る
そ
う
で
す
の

で
、
も
し
誤
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た

ら
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　

さ
て
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
正
し
い
意
味

に
つ
い
て
、
実
際
に
科
学
的
に
証
明
し
た

北
米
（
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
）
の
研
究
が

著
名
な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
自
分

自
身
の
た
め
に
お
金
を
使
う
よ
り
も
、
他

人
や
慈
善
の
た
め
に
お
金
を
使
う
ほ
う
が
、

そ
の
人
の
幸
福
感
に
よ
り
よ
い
影
響
を
与

え
る
」
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
①
6

3
2
名
か
ら
、
幸
福
感
、
他
人
へ
の
出
費
、

自
分
へ
の
出
費
、
収
入
を
聞
き
取
り
、
そ

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
、
②　

名
の
社

１６

会
人
を
対
象
に
、
ボ
ー
ナ
ス
前
と
ボ
ー
ナ

ス
3
カ
月
後
の
幸
福
感
と
、
お
金
の
使
い

み
ち
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
、
③　
４６

名
の
学
生
を
対
象
に
、
こ
の
研
究
の
た
め

に
与
え
ら
れ
た
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
（
自
分
の
た
め
か
他
人
の
た
め
か
と
、

幸
福
感
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
、
と

い
う
３
つ
の
方
法
で
研
究
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
D
u
n
n
ら
2
0
0
8
の
研
究
）。

　

そ
の
結
果
、
①
幸
福
感
が
高
い
こ
と
は
、

他
人
へ
の
出
費
が
多
い
こ
と
と
関
係
し
て

い
た
が
、
自
分
へ
の
出
費
が
多
い
こ
と
と

は
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
、
②
他
人
へ
の

出
費
に
よ
っ
て
ボ
ー
ナ
ス
前
後
で
幸
福
感

が
下
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
③
自
分
よ

り
他
人
の
た
め
に
お
金
を
使
っ
た
学
生
の

方
が
幸
福
感
が
高
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
の
役
に
立
つ
」
こ
と
（
お
金
は
一
つ

の
例
で
、
広
い
意
味
で
と
ら
え
て
く
だ
さ

い
）
が
、
結
局
は
「
自
分
の
健
康
（
幸
福

感
＝
心
の
健
康
）
の
た
め
」
に
も
な
る
の

で
す
ね
。

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
　
　

保
健
師
で
す

  
自
分
の
歯
で
、
生
き
生
き
元
気
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
ご
し
ま
し
ょ
う

 岩  下  由  美  保健師
いわ した よし み

　

６
月
は
「
歯
の
衛
生
月
間
」
で
す
。
歯

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

人
間
に
と
っ
て
歯
が
大
き
く
影
響
す
る

の
は
食
事
で
す
。
食
べ
物
を
口
の
中
で
細

か
く
か
み
砕
い
て
か
ら
飲
み
下
す
こ
と
で
、

消
化
の
助
け
を
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
飲
み

込
め
な
い
食
べ
物
も
細
か
く
か
ん
で
の
ど

の
通
り
を
良
く
し
、
摂
取
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。ま
た
、よ
く
か
む
こ
と
で
脳
へ

も
働
き
か
け
、
満
腹
中
枢
を
刺
激
し
肥
満

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
農
作
業
や
ス

ポ
ー
ツ
で
力
の
必
要
な
と
き
に
は
、
お
も

い
っ
き
り
食
い
し
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

美
容
的
に
も
非
常
に
大
切
で
、
歯
列
が
整

う
こ
と
で
笑
顔
も
す
て
き
に
な
り
ま
す
よ

ね
！

　

歯
の
形
成
は
胎
生
５
週
頃
か
ら
お
母
さ

ん
の
お
腹
の
中
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
妊
娠
に
気
づ
か
な
い
頃
で
す
。
幼
児
期

は
虫
歯
の
予
防
が
大
切
で
、
ま
ね
っ
こ
大

好
き
な
こ
の
頃
に
歯
磨
き
の
習
慣
を
育
て

ま
し
ょ
う
。
小
学
生
の
頃
か
ら
な
ん
と
歯

肉
炎
を
発
症
し
て
い
る
子
ど
も
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
歯
周
病
予
防
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
た
か
が
歯
、
さ

れ
ど
歯
。
学
校
の
健
診
等
で
虫
歯
を
指
摘

さ
れ
た
ら
早
く
治
療
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

汚
れ
が
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
は
歯
と

歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
、
歯
の
み
ぞ

で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
の
断
面
を
垂
直
に
当
て

て
小
刻
み
に
動
か
し
た
り
、
歯
ブ
ラ
シ
を

縦
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
磨
き
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
磨
き
は
８
歳
く
ら
い
ま
で
続
け
ま

し
ょ
う
。
６
歳
臼
歯
の
背
が
他
の
歯
の
高

さ
に
な
る
ま
で
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
今
年
度　

、　

、　

、　

、　

３０

４０

５０

６０

７０

歳
に
な
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
歯
周
疾
患

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

人
生　

年
。
自
力
で
食
事
を
取
れ
て
い

８０

る
方
は
、
生
き
生
き
と
元
気
で
す
。
８
０

２
０
運
動
の
よ
う
に
「　

歳
で
自
分
の
歯

８０

が　

本
」
を
目
標
に
歯
の
健
康
も
意
識
し

２０
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（２００８年６月） 12



　

５
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募

い
た
だ
い
た
「
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。
健
康
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
健
康
づ

く
り
行
動
宣
言
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
応
募
い
た
だ

い
た
先
着
１
０
０
名
の
皆
さ
ん
に
は
、
万
歩
計
を
差
し
上
げ

ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
年
迎
え
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
と
友
達
に
毎
日
の
目
標
1
万
歩

宣
言
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

幹
夫

人
に
頼
ら
ず
自
分
の
健
康
は
、
毎
日
の
本
人
の
努
力
で
す
。

頑
張
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

悦
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
手
話
ダ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

光
子

毎
日
、
体
操
を
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

弘
子

手
話
ダ
ン
ス
、
手
足
、
頭
を
使
っ
て
ボ
ケ
て
い
る
暇
な
し
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

榮
子

年
齢
を
気
に
し
て
、
ボ
ケ
な
い
た
め
運
動
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
山　

き
み
子

サ
ン
フ
ラ
ワ
シ
ュ
ワ
ダ
ン
ス
踊
っ
て
、
百
ま
で
生
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井　

真
記
子

手
話
ダ
ン
ス
で
心
身
共
に
健
康
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
沢　
　

操

毎
日
夫
婦
で
、
１
万
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、　

年
若
返
る
。

１０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

寿
雄

  
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言　

　
  
「
私
の
決
意
�
」

　　　    平成２０年度

各区の公民館事業等を運営していただく、
分館長の皆さんをご紹介します

　※◎は地区分館長会会長、○は地区分館長会副会長 （敬称略）

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

８
８
８
３

６４

氏　　　名分館名

山　本　今朝光加　　沢

田　

中　

地　

区

◎小宮山　袈裟幸　常　　田

○岩　下　不三夫　田　　中

横　尾　和　俊県

石　和　共　子本 海 野

乗　川　静　夫西 海 野

倉　島　貫　司白 鳥 台

倉　田　　　稔城 ノ 前

田　口　良　三赤　　岩

滋　
　

野　
　

地　
　

区

市　河　秀　夫片　　羽

和　田　　　進桜　　井

土　屋　建　治大　　石

若　林　邦　宏中 屋 敷

○小川原　正　樹　別　　府

高　藤　裕　里原　　口

佐　藤　　　明聖

本　藤　　　実乙 女 平

◎小清水　　　敏　王 子 平

市　毛　真　弓奈 良 原
祢 
津 
地 
区

○峯　村　誠太郎　横　　堰

塩　川　　　孝新　　張

古　川　一　男出　　場

氏　　　名分館名

白　倉　博　充上八重原

北　
　
　
　

御　
　
　
　

牧　
　
　
　

地　
　
　
　

区

増　田　昭　一田 楽 平

宮　坂　穂　積中八重原

◎白　倉　義　雅　山　　崎

宮　本　秀　一下八重原西部

都　竹　幸　徳下八重原東部

森　康　太　郎御 牧 台

山　浦　千　秋切 久 保

渡　辺　　　伸八 反 田

小　林　けさ子本下之城

○井　出　忠　彦　田 之 尻

渡　辺　今朝邦宮

小　林　秀　行畔　　田

小　池　　　満御牧原南部

湯　本　徳　隆御牧原北部

近　藤　　　政布　　下

小　山　　　優島 川 原

直　井　武三郎大 日 向

三　沢　隆　寛羽 毛 山

春　原　利　二郷仕川原

中　山　賢　次光 ケ 丘

鈴　木　　　彰常　　満

細　谷　順　義芸術むら

五十嵐　知　子白　　樺

氏　　　名分館名

土　屋　忠　寿金　　井

祢　

津　

地　

区

◎竹　内　　　博　新　　屋

小　林　常　夫東　　町

宮　下　清　行西　　宮

斉　藤　　　護滝 の 沢

北　沢　明　義姫 子 沢

手　塚　洋　介祢 津 南

山　辺　　　隆伊 勢 原

荒　木　英　明東 上 田

和　
　
　
　
　

地　
　
　
　
　

区

田　中　正　幸田　　沢

押　金　拓　夫大　　川

有　賀　睦　雄栗　　林

坂　井　文　男海 善 寺

荒　井　秀　夫曽　　根

◎竹　内　俊　彦　東 深 井

堀　内　治　郎西 深 井

○城　田　秀　雄　東　　入

清　水　一　幸西　　入

和　田　孝　之日向が丘

春　日　俊　宏海善寺北

小　林　　　望寺　　坂

町　田　佳　彦睦

（２００８年６月）13
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 ６月の納税 （納期限６月30日）

�市県民税（１期）
�国民健康保険税（１期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋６（＋６）１７（62）２（８）１５（54）件数

－６（＋６）２１（80）３（１０）１８（70）傷者

±０（±０）０（１）０（０）０（１）死者

市内交通事故統計　４月分　　　　　　

４月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の４月の出動件数＝

火災　１件（２件）　救急88件（341件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年４月平成20年４月

28.5℃（30日） 28.7℃（30日） 最高気温

－3.3℃（５日） －1.4℃（４日） 最低気温

9.5℃　　　　10.6℃　　　　平均気温

66.4％　　　　68.1％　　　　平均湿度

16.5㎜　　　　86.5㎜　　　　降 水 量

平成21年６月までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

「ねんきん特別便」が届いたら
「記載もれ」や「間違い」のあるなし
　　  にかかわらず全員が必ず回答を
　昨年１２月から社会保険庁が管理している年金記録を

ご本人に確認いただくため、社会保険庁から加入期間

と加入履歴を記載した｢ねんきん特別便｣が送付されて

います。

　平成20年6月から10月にかけては、今後年金を受け

取る予定の方で平成20年３月までに特別便が届いて

いない方へ通知が送られます。このうち、会社等にお

勤めされている方には原則として、勤め先経由で送付

される予定です。

　「ねんきん特別便」がお手元に届きましたら記録を確

認いただき、「記載もれ」や「間違い」のあるなしに

かかわらず、すべての方が必ず回答票を出しましょう。

「ねんきん特別便」に関する問い合わせ先
『ねんきん特別便専用ダイヤル』　0570－058－555

（IP電話、PHSからは｢03－6700－1144｣にお電話く

ださい。）

一般の年金相談
社会保険庁 ｢ねんきんダイヤル｣  0570－05－1165

共済制度について

・私学共済……日本私立学校振興･共済事業団

　　　　　　　（電話03－3813－5321）

・公務員共済…最後に加入していた（または現在所属

　　　　　　　している）共済組合

社会保険庁ホームページでも｢ねんきん特別便｣に関す

るＱ&Ａが掲載されています。

社会保険庁ホームページ…http://www.sia.go.jp/

　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

（２００８年６月） 14

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
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■シートベルト着用調査結果について
　　４月１０日に、市内シートベルト着用調査を行い、
着用率は下記のとおりでした。

　　東御市  95.1％（前年比＋0.3％）　県平均  96.7％
　　県内におけるシートベルト着用順位は、81市町村
中70位でした。交通事故にあっても、シートベルト
をしていたために、大きなけがをしなかった例もあ
ります。運転する際は、シートベルトをしっかり着
用しましょう。
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
1
9
7
2
年
6
月
5
日
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
人
間
環

境
会
議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
国
連
で
は
、
6
月

5
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

■
環
境
基
本
法

　

日
本
で
は
平
成
5
年
に
制
定
さ

れ
た
「
環
境
基
本
法
」
が
「
環
境

の
日
」を
定
め
て
い
ま
す
。「
環
境

基
本
法
」
で
は
、
多
く
の
人
た
ち

に
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
積
極
的

に
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行

う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
国
や
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
様
々
な

環
境
保
全
の
行
事
を
実
施
す
る
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈広告欄〉
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とうみ

■
６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

平
成
3
年
度
か
ら
6
月
の
１
カ

月
間
を
「
環
境
月
間
」
と
し
、
環

境
省
が
呼
び
か
け
て
、
全
国
で

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
東
御
市
で
の
活
動

　

東
御
市
で
も
６
月
を
「
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
月
間
」
と
し
、
市

民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
等
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

道
路
や
河
川
、公
園
、施
設
な
ど
の

清
掃
お
よ
び
害
虫
や
外
来
植
物
の

駆
除
、
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
点

検
な
ど
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
環
境
を
守
る

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
な
ど

身
近
な
生
活
環
境
か
ら
地
球
規
模

で
の
自
然
環
境
な
ど
、
様
々
な
環

境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
環
境

を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

共
有
で
所
有
し
て
い
る
物
件
の

固
定
資
産
税
を
持
分
割
合
に
応
じ

て
支
払
い
た
い
の
で
す
が
。

問　

私
は
、
土
地
を
兄
と
２
人
の

共
有
で
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
持

分
が
２
分
の
１
ず
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
毎
年
送
ら
れ
て
く
る

納
税
通
知
書
を
２
分
の
１
ず
つ
の

税
額
に
し
て
別
々
に
送
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

答　

共
有
物
の
所
有
者
は
、「
連

帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う
」
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
お

二
人
で
そ
の
土
地
の
固
定
資
産
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
納
税
通
知
書
の
分
割

は
で
き
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
共

有
物
を
所
有
し
て
い
る
共
有
者
間

で
納
め
る
方
を
決
め
て
い
る
場
合

で
も
、
固
定
資
産
税
の
滞
納
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
ほ
か
の
共
有
者

の
方
に
督
促
状
の
送
付
や
資
産
の

差
押
え
な
ど
が
及
ぶ
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
共
有
物
の
管
理
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
急
に
上

が
っ
た
の
で
す
が
。

問　

家
屋
を
新
築
し
て
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
か
ら
家
屋
の
固
定
資

産
税
が
急
に
上
が
っ
た
の
で
す
が

な
ぜ
で
す
か
。

答　

新
築
さ
れ
た
住
宅
が
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
そ
の
住
宅

に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が

課
せ
ら
れ
る
年
度
か
ら
３
年
度
分

に
限
り
、
床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で

の
部
分
に
つ
い
て
税
額
が
２
分
の

１
に
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
お
問
い
合
わ
せ

の
方
は
こ
の
制
度
に
該
当
し
、
昨

年
度
ま
で
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
な
お
、
３

階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅

（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
５
年
度
分
に
限
り
、
固
定
資

産
税
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
耐
震
改
修
を

行
っ
た
住
宅
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
及
び
省
エ
ネ
住
宅
へ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
住
宅
に
つ
い

て
も
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
資
産

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　

�　
－

１
１
１
１

６２

　
　
　
　

（
内
線
１
１
７
２
）

▲市民の皆さんの協力による河川清掃
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（２００８年６月）

道の駅雷電くるみの里に移転
山浦刀匠顕彰碑披露式と道の駅雷電まつり
　５月３日、道の駅雷電くるみの里で山浦刀匠顕彰碑
移転披露式が行われました。顕彰碑は国道１８号線沿い
（菅平入口交差点そば）から移転されたもので、披露
式には市関係者のほか、唐澤光章㈲雷電くるみの里代
表取締役、山浦刀匠の子孫、山浦愛幸さんなどが出席
し、テープカットを行いました。式典で唐澤代表取締
役は「昨年雷電像が建立され、今回は山浦刀匠の顕彰
碑が移設されました。これらを当駅のシンボルとして
今後さらに全国発信していきたい」と話していました。
　また、初めての開催となる「道の駅雷電まつり」
（～４日）では、芝の広場内に整備された土俵のお披
露目と市内の小学生約80名による子供相撲のほか、
太鼓の演奏やコンサートなどが行われ、立ち寄った観
光客などが足を止め、聞き入っていました。

　４月２９日、東町歌舞伎舞台で平成２０年度祢津東

町歌舞伎公演が行われ、晴天の下、多くの観客が

訪れました。幕開けは小林和秀さんによる「 三  番 
さん ば

 叟 」、続いて祢津小学校子ども歌舞伎クラブが、
そう

平安時代中期、 葛 
かつら

 城 山（奈良県）に住む 妖  怪  土  蜘 
ぎ よう かい つち ぐ

 蛛 を将軍源頼光らが退治する「 土  蜘  蛛 退治」を、
も つち ぐ も

そして、東町歌舞伎保存会の皆さんは、本能寺で

謀反を起こした明智光秀とその家族を描いた「絵

本太功記　－十段目－」を披露しました。また、

県内を中心に活動している劇団くるま座が、巫女

について語り芝居「ハンの星」を上演しました。

出演者の熱演に会場を埋め尽くした観客からは、

惜しみない拍手が送られていました。

▲ 妖 怪
よう かい

    土  蜘  蛛 を
つち ぐ も

　見事退治

地域の伝統文化を伝える
平成２０年度祢津東町歌舞伎公演

館内に響く元気な声
第５回子どもフェスティバル

　５月１０日、第５回子どもフェスティバルが東御中央公園で行
われました。この日は雨天のため会場を第一、第二体育館に移
しましたが、多数の親子連れなどでにぎわいました。第二体育
館のステージでは手話ダンスやキッズダンスの発表が行われた
ほか、各地区育成会や各団体の皆さんにより、竹とんぼづくり
や石に思い思いの絵を描くストーンアート、草笛教室やお手玉
あそびなどのコーナーが設けられました。参加した子どもたち
は楽しみながら各コーナーで体験をしていました。

▲保存会の皆さんによる熱演

▲音が出るかな（草笛教室）

▲元気いっぱいの子供相撲

▲顕彰碑のテ
　ープカット
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

（２００８年６月）

で
き
ご
と
短
信

４
・　

▼
梅
野
記
念
絵
画
館
・
ふ
れ
あ

１９

い
館
開
館　

周
年
記
念
シ
ン

１０

ポ
ジ
ウ
ム
（
ラ
・
ヴ
ェ
リ
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自慢のお宝を披露
出張！なんでも鑑定団ｉｎ東御

　５月１７日、文化会館サンテラスホールで、テレビの人気
番組「開運なんでも鑑定団」の「出張！なんでも鑑定団 
in 東御」の収録が行われ、多くの観客が詰め掛けました。

鑑定依頼人はそれぞ
れ自慢のお宝を披露
し、鑑定結果が発表
されると会場内から
大きな拍手が起こっ
ていました。なお、
この収録の模様は６
月１０日にテレビ東京
で放送予定です。

　５月２０日、市消防団西海野部、原口部、姫子沢部、山崎
部の小型動力ポンプが更新され、引渡式が東御消防署で行
われました。各部とも現在のポンプは導入から１５年以上が

経過しており、
老朽化の著しい
４台が今回更新
されました。引
渡式終了後団員
は、新しいポン
プの操作方法を
確認していまし
た。

小型動力ポンプ引渡式

　５月１８日、百体観音ふれあいウォークが行われ、市内外
から約400名が参加しました。今年のコースは３コースで、
東御中央公園芝生広場を発着点に８０番観音のある湯の丸高
原で折り返すチャレンジコース、５０番観音で折り返すさわ
やかコース、そして１０番観音で折り返すぶらぶらコースに
は小さな子ども連れの親子が多数参加しました。この日は
天気にも恵まれ、参加者は百体観音が見守る中、それぞれ
のペースで歩いていました。チャレンジコースに参加した
男性は「今年初めて参加しました。途中きつい場所もあり
ましたが、楽しく歩くことができました」と話していまし
た。

歴史ある湯道を歩く
百体観音ふれあいウォーク

緑あふれるまちに
　４月２６日、道の駅雷電くるみの里で緑のまつりが行われ
ました。今年度はプルーン、あんず、竜峡小梅、姫りんご

などの苗木合わ
せて６００本が午
前、午後に分け
て無料頒布され
ました。また、
会場内には、し
いたけのほだ木
こま打ち体験
コーナーも設け
られ、大変にぎ
わいました。

花いっぱい運動オープニングセレモニー
　５月１０日、第５回東御市花いっぱい運動のオープニング
セレモニーが、浅間サンライン新屋交差点付近の花壇で行
われました。小雨の降るあいにくの天気でしたが、新屋区

老人会百寿会の
皆さんを中心に、
区役員、ＰＴＡ、
小学生など約８０
名が参加し、赤
や紫のサルビア
の苗、約1,500本
を植えました。

▲収録前のステージで花岡市長があいさつ。
　巨ん太君、ぷるるちゃんも登場
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▼
５
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、

大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

上
陸
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

日
に
は

１２

中
国
四
川
省
で
大
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
多
数
の
死
者
や

負
傷
者
な
ど
の
人
的
被
害
に
加
え
、

建
物
な
ど
も
多
数
倒
壊
し
て
い
る
映

像
が
ニ
ュ
ー
ス
番
組
な
ど
で
放
送
さ

れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
年
８

月
に
は
北
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
控
え
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
い

復
興
を
願
い
ま
す
。
▼
私
た
ち
の
身

近
で
は
昨
年
７
月
に
新
潟
県
中
越
沖

地
震
が
発
生
し
、
市
内
で
も
家
屋
に

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。「
災
害
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
い
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
地
域
で
行

わ
れ
る
防
災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で
は
避
難

場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち
出
し
品
の

準
備
な
ど
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

世帯数

11,442世帯（＋36）

総人口

32,038人（＋33）

男 15,723人 （＋25）

女 16,315人 （＋８）

（５月１日現在）

人の動き

転入161人（－38）

転出128人（－105）

出生  22人（＋10）

死亡  22人（－13）

 ※カッコは４月対比

取
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の 
呪  
文 
を
唱
え
て
い
る
巫
女
は
、
や
が
て
何
者
か
に

じ
ゅ 
も
ん

取
り 
憑 
か
れ
た
よ
う
に
失
神
状
態
に

つ

 
陥 
っ
て
い
く
。
こ
の

お
ち
い

状
態
に
な
る
こ
と
を
「 
神  
降 
し
」
と
い
い
、
こ
こ
で
初
め

か
み 
お
ろ

て
巫
女
の
口
か
ら
神
の
お
告
げ
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が

口
寄
せ

�

�

�

と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
人
の
求
め
に
応
じ
て
死
口

（
亡
く
な
っ
た
人
と
の
語
り
）、 
生  
口 
（
遠
く
離
れ
離
れ
に

い
き 
ぐ
ち

な
っ
た
人
と
の
語
り
）、
さ
ら
に
は
、
神
意
を
語
る
神
口
な

ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
口
寄
せ

�

�

�

を
行
う
巫
女
の
霊
的
能
力
を
信

じ
、
そ
れ
に
取
り
す
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
生
き

ぬ
い
た
多
く
の
女
性
が
い
た
と
い
う
当
時
の
社
会
世
相
の

一
端
を
物
語
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
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東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

春
に
な
る
と
祢
津
の
�
の
の
う

�

�

�

小
路
�
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の 
宰 
さ
い 
領 
（
梓
守
・
神
事
舞
太
夫
と
も
）
に
率
い
ら
れ
た

り
ょ
う

数
人
か
ら
十
数
人
の
巫
女
の
集
団
が
巡
業
に
旅
立
っ
た
。

　

東
は
関
八
州
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
で
は
白
河
関
の

外
ま
で
。
ま
た
、
西
は
伊
勢
・
美
濃
・
和
泉
方
面
ま
で
足

を
運
ん
だ
と
い
う
。

　

巡
業
先
の
村
に
の
の
う

�

�

�

が
立
ち
寄
る
と
、
そ
れ
を
知
り
、

伝
え
聞
い
た
近
隣
の
女
性
た
ち
は
、
そ
の
家
に
集
い
来
て

順
次
、
思
い
思
い
に
心
に
掛
っ
て
い
る
悩
み
、
苦
し
み
、

願
い
な
ど
に
つ
い
て
の
の
う

�

�

�

に 
占 
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

う
ら
な

　

の
の
う
は
梓
の
弓
（
他
に
桑
・
南
天
・
竹
な
ど
の
弓
を

使
用
）
と 
外  
法 
箱
と
い
わ
れ
る

げ 

ほ
う

 
占 
い
に
必
要
な
諸
物
を
入

う
ら
な

れ
た
細
長
い
箱
を
持
ち
歩
き
、 

呪 
う
時
は
、
そ
の
箱
の
上

ま
じ
な

に
両 
肘 
を
つ
き
、
手
の
ひ
ら
に
首
を
の
せ
、
水
を
入
れ
た

ひ
じ

茶
わ
ん
を
置
き
、
目
を
閉
じ
、 

呪  
文 
を
唱
え
る
。
そ
の 
呪 

じ
ゅ 
も
ん 

じ
ゅ

 
文 
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
り
、
今
の
浪
花
節
調
、
時
に
は

も
ん軍

歌
調
に
も
聞
こ
え
、
周
り
の
人
に
は
そ
の
内
容
は
聞
き

 
の
の
う

�

�

�

の
「
口
寄
せ
」

梓弓を用いる巫女（風俗画報）
（東部町誌　歴史編下より）




